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本スライドの内容と趣旨
1. 感染対策の方法についての動画サイトのご紹介

当センターが作成に関わっている動画となります
スライド2-4枚

2. 標準予防策とは

簡単な内容ですが、多岐にわたる構成要素があり実行するのは大変な予
防策です
スライド5-11枚

3. COVID-19の退院基準と感染対策
できるだけシンプルに示してみました
スライド12枚目

4. COVID-19患者(退院基準を満たさない場合も含）の受け入れを想定した準備
当センターができること
スライド13枚目

作成責任者
長崎大学病院感染制御教育センター

泉川公一
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COVID-19対策・サイトのご紹介(1)

長崎大学YouTubeサイト
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COVID-19対策・サイトのご紹介(2)

長崎在宅Dr.ネットのサイト
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COVID-19対策・サイトのご紹介(3)
日本環境感染学会・地域セミナーオンライン講習会
「高齢者・介護・福祉施設における感染対策」の動画
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医学教育、病院で指導している内容
基本的な感染対策の教育と確実な実行

標準予防策の必要性

把握していない感染症
・未検査

・検査のwindow period

・未知の病原微生物

全ての人間の血液、
あらゆる体液、分泌物、

汗以外の排泄物、
傷のある皮膚、粘膜

は感染性があるものと

考えて取り扱う

標準予防策

現在、把握できている感染症は

氷山の一角！



標準予防策（スタンダード・プレコーション）

以下のものは、つねに感染源として

感染対策を実施する

Å血液

Å汗以外の分泌物

Å傷のある皮膚

Å粘膜
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汗以外の湿度のあるものすべて

すべての患者に対して標準的に行う疾患非特異的な感染予防対策
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標準予防策
STANDARD PRECAUTIONS

感染経路別予防策
（空気・飛沫・接触）

病原体の特性に応じ
追加で実施

全ての患者に実施

医学教育、病院で指導している内容
基本的な感染対策の教育と確実な実行
標準予防策と経路別予防策の考え方



標準予防策

全ての患者に標準予防策を実施

接触予防策
MRSA等の耐性菌

ノロウイルス

COVID-19

飛沫予防策

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

COVID-19

空気予防策
結核、水痘、麻疹

・血液 ・体液

・汗以外の分泌物

・排泄物

・傷のある皮膚

・粘膜

病原体の有
無に関わらず
感染性あり
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標準 接触 飛沫 空気

手 袋 ○ ◎ ○ ○

エプロン

防水ガウ
ン

○
直接・

間接接触時
○ ○

マスク ○ ○ ◎サージカ
ルマスク

◎N95

ゴーグル ○ ○ ○ ○

◎必要

○血液・体液、分泌物に汚染される可能性のある場合必要

医学教育、病院で指導している内容
基本的な感染対策の教育と確実な実行

PPEの脱着



10

医学教育、病院で指導している内容
基本的な感染対策の教育と確実な実行

PPEの脱着のポイント
必要なときに

自分以外の湿性生体物質に触れる、耐性菌

をもつ患者やその環境に触れるときなど

不必要になった時点で即廃棄

防護具着用のまま、色々な物に触れない

患者間、あるいは汚染→清潔ケアにうつる

際は交換



A 手指衛生
B 個人防護具
C 呼吸器衛生/咳エチケット
D 患者配置
E 医療機器・器具
F 環境整備（環境表面への対策）
G 衣類・寝具と洗濯
H 安全な注射処置
I 腰椎穿刺時の感染対策
J 従業員の安全

標準予防策の構成要素
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上記はすべて標準予防策で行うべきことです
→すべてを正しく実行するのは大変、難しい。
例）現場では、医師が手指衛生をしないなど



COVID-19に対する感染対策
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退院基準を満たす前：
標準予防策

＋
コロナ用の経路別予防策（接触、飛沫、場合により空気対策）

退院基準を満たして以降：
標準予防策
（COVID-19に対する経路別予防策は不要）
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各医療機関におけるCOVID-19患者の受け入れ
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長崎大学病院感染制御教育センターで支援をおこないます

最も理想的な受け入れ準備
①受け入れを想定したマニュアル、BCPを作成する
②受け入れ病院の見学（長崎大学病院）
③自施設の実態に合わせて運用、マニュアルを見直す
④感染制御教育センタースタッフがサイトビジットを行う

→現場でリファインを行う

準備を始められる場合：
長崎大学病院感染制御教育センターまでご連絡ください

nice@ml.nagasaki-u.ac.jp

095-819-7731

長崎県調整本部とも連携し、日程調整を行います


